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覚証山近辺の名億を続 々紹介し書す J
< 今 回ご総介するのfむ、「歩畑歩智」犠れで守>

日泰寺の参道入り□から本堂に向って少し進む
と、右手に本のイメージを3翁調した店構えが見ぇて
<る 。このお店が 「掠細綜習」。

そもそも何と読むの ?ど んな意味 ?っ と疑P E D Bが
湧しヽたので、ご主人の成瀬繁之さんに関しヽてみた。
読み方は 「ぼ与ぼ埼J、意味は 「歩いて矢□り、歩しヽて
学もや。自劣達への戒めの意味も込めてしヽますJと の
ことだった。

約 4年 前、この参道に出店した歩矢□歩智では、お
店の奥で陶去教窒を開催、成瀬夫妻や生徒さん等の
手作り作品が店内に並んでいる。ただ、手作りは陶
去品だけでない。内装も、香板も、クリスマスツリ
ーの飾りつけも、盆電皆の手1伊lなのである。

成瀬さんl~ 3、「盆員が1伸家Jだ と力を込める。皆
が自由な発想で物を作り、お客さんに気に入ってしヽ
ただき、中にl~ 3自分で作ろうという人も現れ、人の
輪が広がる、これが成瀬さんの夢。こんな手作りの
温もり溢れる歩知歩智を、暫さんも是非言おねてみて
ください。

白偽隊イライブツR漕決庫

「tiんJなリンタ、いらない IJ
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十年t芝地fみ玲々 …多々、子彰!
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